
吸音率測定の常識が変わる

垂直入射吸音率測定システム

広帯域を高精度で一発測定！

広 帯 域 対 応 垂 直 入 射 吸 音 率 測定 シス テム W i n Z a c 8  は 、 単 一 の サ ン プル で広 帯域 の吸 音率 測
定 を 安 定 し て 行う こと が でき る新 しい 音響 計測 シス テム です 。 8 つ の マ イ ク ロ ホン を用 いる こ
と に よ り 、 同 じ管 径の 従 来型 音響 管と 比べ て 2 倍以 上高 い周 波数 まで 高精 度な 測定 をす るこ とが
可 能 で す 。

幅広い周波数範囲の測定を実現
1つのサンプルで

高精度な測定が可能
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詳 し い お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

下記の課題に心当たりはございませんか？

広 帯 域 の 吸 音 率測 定に は 大径 管・ 小径 管の 2 種 類の 音響 管が 必要
そ れ ら の 測 定 結果 がき れ いに 繋が らな い

サ ン プ ル の 設 置条 件や 抜 き出 し箇 所に よっ て測 定結 果に ばら つき があ る

測 定 結 果 に サ ンプ ルの 拘 束に よる 影響 がみ られ る

W inZac 8 がその課題を解決します

内径100mm管タイプ 内径40mm管タイプ

サンプルサイズ 直径 100 [mm] 直径 40 [mm]

測定周波数範囲 *) 100～5,800 [Hz] 200～10,000 [Hz]

規格準拠法 100～1,800 [Hz] 200～4,800 [Hz]

8, 16マイクロホン法 500～5,800 [Hz] 1,000～10,000 [Hz]

測定方法
吸音率：ISO 10534-2 / JIS 1405-2, 8マイクロホン法
透過損失：ASTM E2611, 16マイクロホン法

測定可能音響特性

• 垂直入射吸音率
• 音響透過損失
• 複素音圧反射率
• 比音響インピーダンス
• 特性インピーダンス
• 伝搬定数
• 実効密度
• 体積弾性率
• 伝達関数
• ランダム入射吸音率（推定値）
• 音響透過損失（推定値）

1 0 k H z ま で 測 定 可 能 な 内 径
4 0 m m 管 も ご ざ い ま す

受 託 測 定 も 承 っ て お り ま す
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コ コ に 注 目

同 じ 径 （ ∅ 1 0 0 ） の 音 響 管 （ 青 線 ） と

W i n Z a c 8 （ 赤 線 ） を 比 べ て み ま し ょ う 。

従 来 の 音 響 管 で は 2 , 0 0 0 H z が 測 定 限 界 で あ

る こ と が 分 か り ま す 。 対 し て W i n Z a c 8

は 約 3 倍 の 5 , 8 0 0 H z ま で 測 定 が 可 能 で す 。

コ コ に 注 目

管 径 の 異 な る 音 響 管 に よ る 測 定 結 果 を 比 べ て み ま し ょ う 。

小 径 の 音 響 管 （ 緑 線 ） で は サ ン プ ル の サ イ ズ や 設 置 条 件

の 影 響 を 受 け ま す 。

大 径 の 音 響 管 で は こ の よ う な 影 響 を 低 減 し た 高 精 度 な 測

定 が 可 能 で す 。
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*)規格に準拠した方法と8, 16マイクロホン法を組み合わせた場合の測定周波数範囲です。


